
Ⅰ　調査方法および概要

１　調査目的　 ：看護職員就業状況について実態を把握し、今後の施策に活用する

２　調査対象　 ：神奈川県内の介護老人保健施設　１９８施設

　　　　　　　　　　神奈川県内の特別養護老人ホーム　４０５ 施設

３　対象期間   ：2017（平成29）年4月1日～2018（平成30）年3月31日

４　回答数(率) ：神奈川県内の介護老人保健施設　１１２施設（56.6％）

　　　　　　　　　　神奈川県内の特別養護老人ホーム　２５４施設（62.7％）

５　回答施設の状況

入所定員数 施設数（a) 回答施設数(b) 回収率(b/a)
回答施設割合

（b/回答総数）

　～49 14 5 35.7% 4.5%

50～99 41 23 56.1% 20.5%

100～149 115 69 60.0% 61.6%

150～199 28 15 53.6% 13.4%

200以上 0 0 - 0.0%

合計 198 112 56.6% 100.0%

　～49 24 16 66.7% 6.3%

50～99 143 95 66.4% 37.4%

100～149 196 119 60.7% 46.9%

150～199 31 17 54.8% 6.7%

200以上 11 7 63.6% 2.8%

合計 405 254 62.7% 100.0%

　６　離職率の計算方法

・常勤看護職員離職率（％）＝（退職者数）/（平均職員数）*100

退職者数：H29.4.1～H30.3.31の退職者数

平均職員数：（H29.4.1職員総数+H30.3.31職員総数）/2
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（介護老人保健施設及び特別養護老人ホーム） 
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１．常勤看護職員の離職率

・介護老人保健施設が 17.4％（前回調査 17.1％で、0.3ポイント増）
・特別養護老人ホームが 20.9％（前回調査 20.1％で、0.8ポイント増）

２．経験者採用の再就業までの未就業期間

・1年未満の者は、介護老人保健施設が 80.7％（前回調査 66.1％）
特別養護老人ホームが 79.3％（前回調査 66.1％）

・1年以上3年未満の者は、介護老人保健施設が 8.7％（前回調査 17.9％）
特別養護老人ホームが 10.1％（前回調査 18.8％）

結果概要
※（ ）内の前回調査は平成27年度の結果


